
まちの人口（平成２２年7月１日現在）

総人口18,672人（△20）　男9,063人（△6）　女9,609人（△14）　世帯数6,967世帯（△3）　※（　）内は前月比

Public relations of Minami-aizu
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地域協議会の活動紹介	 ・・・⑮

	

『ただいまを言いたくて、おかえりを聞きたくて』

南会津やまなみ“泊”覧会　開催中 !!

http://www.yamahaku.jp/ 

検索

クリック！

やまはく

2010 年 7 月号 № 52

浜野地区のラフティング

地域資源を活用し、地域の魅力を発信する取り組みが、

各地で活発化してきました。浜野地区では、伊南川を

活用した川遊び体験受入れに力を入れています

写真はインストラクター養成講座の１コマ
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農
林
業
や
田
舎
暮
ら
し
体
験
を
と
お
し
て
、
自
然
の
大
切
さ

な
ど
を
学
び
な
が
ら
生
き
る
力
を
育
む
『
教
育
旅
行
』
を
取
り

入
れ
る
学
校
が
、
全
国
的
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

南
会
津
町
で
も
、
豊
富
な
自
然
資
源
を
活
用
し
、
地
元
農
家

な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
質
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
お

り
、
多
く
の
学
校
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

南
会
津
農
村
生
活
体
験
推
進
協
議
会
に
よ
れ
ば
、
町
の
教
育

旅
行
受
入
れ
人
数
は
、
平
成
20
年
度
７
０
７
人
、
平
成
21
年
度

２
，
３
３
０
人
、
平
成
22
年
度
４
，
０
２
３
人
（
注
1
）
と
、
右

肩
上
が
り
で
伸
び
て
い
ま
す
。

　

教
育
旅
行
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
受
け
入
れ
る
農
家

の
方
々
も
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
満
足
度
の
高
さ
は
、
年
々
増
加
す
る
受
入
れ
人
数
や
受

入
れ
農
家
数
な
ど
に
表
れ
て
い
る
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
や
受
け

入
れ
た
農
家
の
方
々
の
笑
顔
が
物
語
っ
て
い
ま
す
。

（
注
1　

人
数
は
延
べ
宿
泊
人
数
。
平
成
22
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
現

段
階
で
契
約
が
成
立
し
た
予
約
人
数
の
合
計
）

み
ん
な
の

笑
顔
が

す
べ
て
を
物
語
る

双
方
に
満
足
度
の
高
い

　
　
　
　
　

南
会
津
町
の
教
育
旅
行
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－きっかけは
　民泊受入れを始めたのは、役場から配布になった
受入れ農家募集のチラシを見たのがきっかけでし
た。都会の子どもと話したり触れ合うこともなかっ
たし、子どもが相手なら楽しみながらできるので
は・・・という気持ちで始めました。

－実際に受け入れてみて
　人を泊めるのは大変だと思っていましたが、実際
やってみるとそれほど大変ではありませんでした。
安全管理などで気を遣いますし、疲れないといえば

南
会
津
だ
か
ら
で
き
る
も
の
を

　
　
　
　

あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
る

民泊受入れ農家インタビュー

子どもたちと一
・

緒
・

に
・

楽しむ！

うそになりますが、それ以上の喜びや楽しさがあり
ます。子どもたちの笑顔を見るとこちらも元気にな
ります。
　対面式で会ったときはお互いに緊張しますが、２
時間もすると自然ととけ込み、家族のようにふれあ
うことができます。

－成功のポイントは
　都会ではできないことを体験させるようにしてい
ます。野菜の収穫やホタル観賞、川遊びなどが人気
があります。野菜は売られているところしか見たこ
とがない子どもが多く、なっている野菜をみたり、
収穫するだけでも楽しいようです。自分たちで取っ
た魚や野菜は夕飯のおかずにします。
　せっかくだからあれもこれも体験させたいと思う
のですが、プログラムをつめこみすぎると疲れてし
まうので、余裕を持たせるように心がけています。
　また、子どもたちと一緒にこちらも楽しむことが
大切だと思います。こちらが楽しまなければ、子ど
もたちも楽しめませんから。

　

教
育
旅
行
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
も
っ
と
も
人

気
が
あ
る
の
が
、
農
家
に
宿
泊
す
る
『
農
家
民

泊
』
で
す
。

　

３
～
４
人
程
度
に
わ
か
れ
、農
家
に
宿
泊
し
、

農
作
業
を
体
験
し
た
り
野
菜
を
収
穫
し
た
り
、

郷
土
料
理
を
一
緒
に
作
っ
た
り
・
・
・
な
ん
で

も
な
い
普
段
の
暮
ら
し
が
、
子
ど
も
た
ち
に
は

最
高
の
体
験
に
な
り
ま
す
。

　

農
山
村
の
生
活
に
は
、
都
会
で
は
体
験
で
き

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
中
に
は
学
ぶ
べ
き
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
教
育
課
程
に
農
家
民
泊
を

取
り
入
れ
る
学
校
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

農
家
民
泊
を
は
じ
め
、
教
育
旅
行
受
入
れ
は

「
あ
り
の
ま
ま
」
が
大
事
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

何
か
を
体
験
さ
せ
る
場
合
、
事
前
に
こ
ち
ら
で

準
備
す
る
の
で
は
な
く
、
一
緒
に
準
備
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。つ
ま
り
、

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
大

変
な
こ
と
や
難
し
い
こ
と
も
あ
り
の
ま
ま
に
伝

え
る
こ
と
も
重
要
な
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で
な
く
、
受
け
入
れ
た

側
に
も
、
大
き
な
感
動
と
気
づ
き
を
与
え
て
く

れ
る
農
家
民
泊
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
南
会
津

農
村
生
活
体
験
推
進
協
議
会
（
み
な
み
や
ま
観

光
㈱
内
） 

℡
０
２
４
１
─
６
２
─
２
２
５
０ 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

馬場一久さん（青柳）

小学校で舞茸や野菜作り

の指導をしており、３年

前から教育旅行の民泊受

入れをはじめる
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アクアマリンふくしま移動水族館

街中元気づくりの店『まちなか楽座』オープン

中心市街地活性化の取り組み！

　■６月9日～１１日

　アクアマリンふくしま（いわき市）の移動水族館専

用車（アクアラバン）による海洋生物の観察や生物資

料を活用した自然環境に関する体験学習が町内５つの

小学校で行われました。

　児童たちは、アクアマリン「命の教育課」の職員に

よる生命の大切さや自然生態系などのレクチャーを受

けた後に、普段見ることができない海の魚を時間を忘

れて観察したり、人気のトラサメやイセエビなどに直

接触れて大きな歓声を上げたり、大満足の様子でした。

山間部ではなかなかこのような機会に恵まれないた

め、今後も移動水族館を活用し、子どもたちに体験す

る機会を提供していきます。

　■６月１０日

　南会津町商工会・南会津町商業振興協同組合が中心に

なり、田島中心市街地の空き店舗を活用し、地域活性化

を目指すまちなか元気づくりの店「まちなか楽座」が、

上中町地区にオープンしました。

　当日のオープニングセレモニーでは、渡部文一町商工

会長、阿部保憲町商業協同組合理事長らが「にぎわいづ

くりの起爆剤としたい」などとあいさつし、コミュニテ

ィースペースの誕生を祝いました。

　同店では、町の特産品のＰＲや販売、各種作品展示の

ほか、体験教室やミニコンサートなども企画される予定

で、地域コミュニティの拠点として来年３月末まで活用

されます。

　現在、展示＆イベント希望者を募集しております。

　詳しくは、「まちなか楽座」℡0241-62-7557までお問い合わせください。

関係者によるテープカット

白樺で装飾された空き店舗（田島上町地区）

まちなか花の装飾事業

　田島地域中心市街地のシャッターで閉ざされた空き

店舗前を、町の花木で大胆な装飾を施し、商店街のに

ぎわいを創出していく「まちなか花の装飾事業」がス

タートしました。

　町中に、南会津町の四季折々の自然の美しさを表現

し、訪れる人々を歓迎したいと考えています。

　装飾は、伊南地域で造園業を営む大桃清記さん、誉

子さんご夫婦に美しく演出していただきます。

　なお、空き店舗前の装飾は、随時増やしていく予定

ですので、田島地域にお立ち寄りの際は、ぜひ一度ご

覧ください。

海の生物に直接触れて大喜びの子どもたち
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酒井館長に本を手渡す関田さん（左）

林業技術員養成講座受講生と関係者

町図書館に日本料理専門書籍を寄贈

おとなの学校「林業技術員」養成講座終了

　■６月１５日

　田島地域出身の風土＆フードアドバイザーの関田善弘

さん（本名 鈴木善弘さん）は、町図書館に日本料理の

専門書籍１２４冊（１００万円相当）を寄贈されました。

　関田さんが寄贈された書籍はほとんどが市販されてお

らず、料理のプロが勉強で使用するもので、一般の人が

読むことはほとんどない珍しい書籍です。

　今回寄贈された書籍は、図書館の料理コーナーに並ん

でいますので、ぜひ一度ご覧になってください。

　関田さんは「南会津全体の食で地域おこしを仕掛け、

地域を活性化させたい。参加する町民のプラスになれば

うれしい。」と話されていました。

　５月１０日から２８日までの１７日間、舘岩地域旧上郷

小学校において、林業の基礎的な知識と技術を学ぶ「林業

技術員」養成講座が開かれました。

　本講座には、６名の方が受講され、森林と環境に関する

基本的な知識から測量、林業安全衛生、刈払機やチェーン

ソーの操作などの作業技術について講義と実習を通して林

業技術を学びました。

　受講生の皆さんには、今回の講座で学んだことを今後の

仕事や私生活の場に、大いに活かしていただきたいと思い

ます。

　今回の「林業技術員」養成講座は、おとなの学校の一環

として開講したものですが、さらに「おとなの学校・農学

部」も開校していきます。

　夢に向かってチャレンジするきっかけとして、“おとな

の学校”が応援していきますので、機会があれば、ぜひご

参加ください。

二輪車安全運転県大会で南会津地区チーム活躍

　■６月１２日

　福島免許センターにおいて、第３４回二輪車安全運転

福島県大会が開催されました。

　この大会は、二輪車運転者の安全運転技能と交通マナ

ーの向上を図り、交通事故防止につなげようとするもの

で、踏切を渡ったり右折したりする場合の法規履行走行

とコーナーリングやブレーキングなどの技能走行の２種

類で競われます。

　南会津地区チームは、個人の部一般Ｂクラスで福田謙

吉さんが準優勝したほか、団体の部で総合５位入賞とい

う好成績を収めました。

右から　２０歳未満クラス （50㏄）星　恵介さん

女性クラス （50㏄）福田優子さん

一般Ｂクラス（750㏄）福田謙吉さん

総監督　渡部和彦さん

一般Ａクラス（400㏄）舟木義暁さん
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各地で田植え体験
　各地で手植えによる田植え体験が

行われました。

　機械化により、手植えの光景を目

にする機会は少なくなりましたが、

泥の感触を感じたり、苦労して作っ

たお米を味わう喜びを知るためにも、

このような田植え体験は大切です。

　秋にはおいしいお米が取れますよ

うに・・・
ひかり保育所の田植えの様子 かえるの学校いなの田植えの様子

役場で新聞社の取材に応じる根本さん

　今年も、さいたま市の佐藤栄学園の生徒たちが、スポーツ交流にやってきます！交流試

合のほか、いろいろな催しが行われます。

　町民の皆さん、ご家族揃って是非応援にきてください！

　詳しい内容は、次回広報みなみあいづ８月号と新聞折り込みチラシでお知らせします。

今年も開催！！
　ＳＡＴＯＥスポーツ

　　＆カルチャーフェスティバル 

　　　　in たじま

　　平成２２年８月２１日（土）～２２日（日）

第１６回ひめさゆりまつり開催

交通安全祈願行脚の根本さん 南会津町役場を訪問

　６月１９日、第１６回ひめさゆりまつりが開催されました。時折雨が

降り、かすみがかかるあいにくの天候となりましたが、参加者は、樽酒

の無料サービス、南会津高校生による郷土芸能の早乙女踊り、ツリーイ

ング（ロープを使った木登り）、手打ちそば、地元産品販売の出店など

のイベントを楽しみました。

　今年は雪解けが遅く、春に気温の低い日が続いたため、例年よりひめ

さゆりの生育が遅れ、群生地の開花はまつりの前々日の１７日となりま

した。このため、まつり当日は、見ごろとなった南郷スキー場ゲレンデ

のひめさゆりを鑑賞するミニツアーを催行しました。参加者は、ガイド

によるひめさゆりの成長過程や蕨との共生の話に、熱心に耳を傾けてい

ました。

　郡山市の会社員根本和夫さんは、会社の休みを利用して、県内の警察

署や役場などを巡り、交通安全を呼びかける「交通安全行脚」を行って

います。

　根本さんは平成１６年に脳こうそくで左半身が不自由になりました

が、地道なリハビリを続けて回復し、「人のためになることをしたい」

と考え、一昨年から交通安全祈願の行脚を始めました。

　南会津町役場では、今回来訪した根本さんに、交通安全用品を贈りま

した。

南郷スキー場のひめさゆりを鑑賞する参加者
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　本年３月、18歳以上の町民2,000人（無作為抽出）にアンケート調査をお願いし、
639人（回収率32.0％）の方からご回答いただきました。回答をいただいた町民
の方の構成は、男性が282人（44.1％）、女性が344人（53.8％）、無記入13人（2.1％）
で、世代別には、60歳代以上が170人（26.6％）、50歳代が154人（24.1％）、40
歳代が100人（15.6％）、30歳代が99人（15.5％）、30歳未満が106人（16.6％）、
無記入10人（1.6％）となっています。ご協力大変ありがとうございました。

　町では、「第２次総合振興計画」（平成２３年度から平成３２年度までの１０年間）
の策定に向けて作業を進めています。今回は、策定作業に向けて行いました、住
民アンケート調査結果の一部を報告します。

南
会
津
町
の
将
来
を
築
く
た
め
に

「
第
二
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画
』
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

みんなが望むのは

　働く場所を確保し、若者が定住する町

住民アンケート調査実施概要

第1次計画における重要項目
単一回答。上位６項目

産業振興と就労の場を拡充し
若者の定着を図る

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
第
２
次
総
合
振
興
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
振
興
計
画
の
策
定
状
況
に
つ
い
て
は
、
随
時
広
報
み
な
み
あ
い
づ
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
意
見
ご
要
望
等
が
あ
れ
ば
総
合
政
策
課
企
画
政
策
係 

℡
０
２
４
１
（
６
２
）

６
２
４
０
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

49.5％

73.9％

46.8％

39.6％

25.8％

21.8％

15.3％

※ 複数回答のため合計が100.0％を超えます

上記以外の主なアンケート結果については、
広報みなみあいづ８月号で報告します。

12.2％

7.4％

5.5％

5.3％

4.5％

若者が定着する魅力ある
まち

福祉と子育て環境の充実を
図る

子供が生き生きとすごせ
るまち

効率的かつ効果的な行財政
運営

高齢時代を前向きに迎えら
れるまち

生活基盤の整備充実を図る

人間関係の豊かなまち

みんなが健康で支え合える
まちづくり

活気に満ちた農林業に支え
られたまち

地域間交流を促進しまちの
活性化を図る

自然や歴史的文化を活かし
た観光のまち

町の望ましい将来像
３つまで回答。上位６項目

『産業振興と就労の場を
拡充し若者の定着を図る』
が、49.5％と群を抜いて
多かったです。

『若者が定着する魅力ある
まち』がもっとも多く、次
いで『子供が生き生きとす
ごせるまち』となっており、

『若者定住』『子育て』が、
第２次総合振興計画のキー
ワードになりそうです。
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℡

　

舘
岩
総
合
支
所
総
務
課

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
０

　

伊
南
総
合
支
所
総
務
課

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
１

　

南
郷
総
合
支
所
総
務
課

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
１
１
１

悩
み
や
不
安
を
ひ
と
り
で

　
　
　
　
　

抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
相
談
し
て
「
心
の
健
康
」
を
取
り

戻
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
心
の
健
康
相
談

　

７
月
21
日
（
水
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

８
月
20
日
（
金
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
保
健
福
祉
事

　

務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　

い
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

保
健
師
に
よ
る
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
保
健
師

が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
朝
に
な
る
と
お
腹
が
痛
く
な
る
、

学
校
や
職
場
に
行
け
な
い
、
部
屋
に
引
き
こ

も
り
が
ち
だ･･･
な
ど
の
悩
み
を
持
っ
て
い
る

方
や
そ
の
家
族
の
方
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　
日
本
脳
炎
の
新
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
や
安
全

性
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年
４

月
か
ら
「
第
1
期
の
対
象
者(

３
歳
児
～
７

歳
児)

に
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
再
開
す
る
」

通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
は
接
種
時

期
を
逃
し
た
方
に
十
分
行
き
渡
る
量
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
平
成
22
年
度
は
３
歳
児

（
本
年
度
中
に
３
歳
に
な
る
児
を
含
む
）
に
積

極
的
に
接
種
勧
奨
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４
月
１

　

日
生
ま
れ
の
児

　

（
満
３
歳
に
な
ら
な
い
方
は
、
誕
生
日
を

　

迎
え
て
か
ら
受
け
て
く
だ
さ
い
）

　

南
会
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
８
０

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
は
今
ま
で
1

回
接
種
で
し
た
が
、
平
成
18
年
4
月
か
ら
は
、

一
生
の
う
ち
２
回
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
体
調
の
よ
い
時
に
早
め
に
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

接
種
対
象
者

②
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、
小
論
文

　

及
び
個
別
面
接
等
に
よ
る
試
験
を
行
い
ま

　

す
。

■
試
験
日
時
及
び
場
所

　

１
次
試
験　

　

平
成
22
年
９
月
19
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
前
９
時
30
分
（
受
付
）

　

午
前
10
時
～
正
午
（
試
験
）

　

田
島
高
等
学
校

　

２
次
試
験

　

１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

　

本
庁
お
よ
び
各
総
合
支
所
総
務
課
に
あ
る

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　

８
月
13
日
（
金
）
ま
で
（
執
務
時
間
中
に

　

限
る
）
に
、
本
庁
お
よ
び
各
総
合
支
所
総

　

務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
の
場
合
は
、
８
月
11
日
（
水
）
ま
で

　

の
消
印
有
効
。

　

不
明
な
点
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

　

本
庁
総
務
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
０
０

　　

南
会
津
町
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
次
に

よ
り
行
い
ま
す
。

■
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

高
校
卒
程
度　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

試
験
職
種

採
用
予
定
人
員

　

一
般
事
務

　

若 

干 

名

■
受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）
に

　

該
当
し
な
い
者

③
年
齢
資
格
等

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
学
歴
は
問
い

　

ま
せ
ん
。
）

■
試
験
の
方
法

　

高
校
卒
業
程
度
で
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

①
第
１
次
試
験

　

職
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識
及
び
知
能

　

に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を

　

行
い
ま
す
。

℡

℡

平
成
23
年
度 

南
会
津
町
職
員(
高
校
卒

程
度)

採
用
候
補
者
試
験
の
お
知
ら
せ

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

問

問問問 ℡℡日申問℡ 日

日対対

日場申

問問 ℡℡ 日
本
脳
炎 

予
防
接
種
再
開
の
お
知
ら
せ

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ
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法
か
ら
親
切
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
経
験
の

な
い
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。

■
応
募
資
格

　

社
会
人
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
８
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
、
教

　

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ま
で
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
１
１　

　

台
東
区
交
流
事
業
の
「
浅
草
演
歌
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
７
月
23
日
（
金
）

　

午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

　

御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル

　

５
０
０
円
（
全
席
自
由
席
）

　

本
庁
商
工
観
光
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

■
出
演
者

　

花
村
菊
江

　

野
上
こ
う
じ

　

谷
本
知
美

　

岩
波
理
恵

　

セ
ニ
ョ
ー
ル
玉
置　

■
１
期　

　

１
歳
か
ら
２
歳
の
間(

２
歳
に
な
る
前
日

  
ま
で)

■
２
期

　

小
学
校
就
学
前
年
度
の
１
年
間(

保
育
所
、     

  

幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
学
年
で
、
４
月
１
日

  

か
ら
３
月
31
日
ま
で
。(

平
成
16
年
４
月
２

  

日
～
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ)　
　

■
３
期　

　

中
学
１
年
生
相
当
年
齢
の
者(
平
成
９
年

  

４
年
２
日
～
平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ)

■
４
期

　

高
校
３
年
生
相
当
年
齢
の
者(

平
成
４
年

  

４
月
２
日
～
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ)

※
対
象
期
間
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
は
、

　

町
が
負
担
い
た
し
ま
す
。
対
象
期
間
が
過

　

ぎ
た
場
合
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

　

す
の
で
お
早
め
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

※
麻
疹
風
疹
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
券
は
、

　

保
育
所
・
幼
稚
園
・
郵
送
等
で
配
布
さ
れ

　

て
い
ま
す
。

　

南
会
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
８
０

　

町
有
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
指
定
管
理

者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
施
設

名
称　

南
会
津
町
古
町
温
泉
赤
岩
荘

位
置　

南
会
津
町
古
町
字
太
子
堂
１
８
６
番

　
　
　

地
２

　

平
成
22
年
８
月
18
日
（
水
）
ま
で
（
執
務

　

時
間
中
に
限
る
）
に
、
伊
南
総
合
支
所
住

　

民
課
ま
で
申
請
書
及
び
必
要
書
類
を
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。（
※ 

電
子
メ
ー
ル
や
フ

　

ァ
ク
シ
ミ
リ
で
の
提
出
は
受
け
付
け
ら
れ

　

ま
せ
ん
）

■
申
請
者
の
資
格
要
件

　

町
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
法

　

人
そ
の
他
の
団
体
。
（
詳
し
く
は
、
伊
南

　

総
合
支
所
住
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
）

■
募
集
要
項
・
仕
様
書
・
申
請
書
様
式
等

　

募
集
の
内
容
や
施
設
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　

募
集
要
項
・
仕
様
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
募
集
要
項
・
仕
様
書
・
申
請
書
様

　

式
等
は
、
伊
南
総
合
支
所
住
民
課
で
配
布

　

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

　

伊
南
総
合
支
所
住
民
課
健
康
福
祉
係

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
３

　

（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部
で

は
、
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
（
被
害
者
・

加
害
者
）
の
相
談
に
、
専
門
の
相
談
員
が
無

料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

■
無
料
相
談
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　

午
前
９
時
～
正
午
、

　
　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
無
料
弁
護
士
相
談
会
（
要
予
約
）

　

８
月
５
日
（
木
）
、
８
月
19
日
（
木
）

　

９
月
２
日
（
木
）
、
９
月
16
日
（
木
）

　

県
で
は
、
新
“
う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し

ま
。
”
県
民
運
動
「
１
０
０
年
後
も
…　

い

き
い
き　

ふ
く
し
ま　

う
つ
く
し
ま
」
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
実
践
活
動
の
紹
介
や
、
「
互
い
に
支
え
合

う
地
域
社
会
」
と
題
し
て
、
大
阪
流
の
笑
い

を
交
え
た
分
か
り
や
す
い
講
演
が
好
評
な
、

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
早
瀬
昇
氏
に
よ

る
講
演
を
行
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
が
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

平
成
22
年
８
月
21
日
（
土
）

　

午
後
１
時
か
ら　

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま　

コ
ン
ベ
ン

　

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
Ａ

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
人
数

　

を
明
記
の
う
え
、
郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
又

　

は
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

〒
９
６
０-

８
６
７
０
（
住
所
記
載
不
要
）

　

県
庁
文
化
振
興
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
１
７
９

　

０
２
４
（
５
２
１
）
５
６
７
７

　

bunka@
pref.fukushim

a.jp

　

新
作
歌
舞
伎
を
演
じ
て
い
た
だ
く
役
者
を

募
集
し
ま
す
。
歌
舞
伎
の
専
門
家
が
発
声
方

℡

℡

℡ ℡

℡ ℡

県
民
運
動
推
進
大
会
の
お
知
ら
せ

浅
草
演
歌
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

交
通
事
故
無
料
相
談
の
お
知
ら
せ

指
定
管
理
者
募
集
の
お
知
ら
せ

問

問

問 問

問 問

Ｆア 日

日日

日

場

場料

申

申

申

新
作
歌
舞
伎
「
蜘
蛛
糸
鴫
山
騒
動
」

　
　
　
　
　
　

役
者
募
集
の
お
知
ら
せ

歌手の花村菊江さん

　

（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部　

　
　

郡
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
（
９
３
３
）
４
８
５
０



平成 22 年７月号　広報みなみあいづ

10

　町の将来を担う子どもたちの健やかな成長と保護者の皆さんの負担の軽減を図ることを

目的として、平成２２年１０月１日から「子ども医療費助成事業」が始まります。

　「子ども医療費助成事業」では、現在、就学前６歳までの乳幼児の医療費を無料化して

いるのに加えて、小学生や中学生の医療費についても自己負担分が無料となります。

　これにより、対象となる子どもが１０月以降に医療機関を受診した場合は、原則として

窓口での自己負担金を払う必要はなくなりますが、健康保険の対象とならない治療や調剤

などは無料化の対象とはなりません。

　申請の方法などは子どもが加入している健康保険の種類によって異なりますので、必要

な手続きを忘れず行ってください。

ポイント①　医療費が無料となる対象期間　

　子どもが中学を卒業する年の３月３１日まで（中学卒業年度末）

ポイント②　対象となる医療費　

　健康保険が適用になる医療費の自己負担額と入院した時の食事代

　【対象外となるもの】
　　・健康保険の対象とならないもの
　　　（薬の容器代、差額ベッド・部屋代、個別に受ける健康診断、証明書の発行手数料など）
　　・ 子どもが加入する日本スポーツ振興センターの給付を受けた場合
　　・交通事故により治療を受けた医療費

ポイント③　申請手続きの有無　～子どもの加入保険によって変わります～

　次ページのフローチャートを参考にしてください。

　新たに申請が必要な方は忘れずに手続きをしてください。

ポイント④　医療機関の受診方法　～子どもの加入保険によって変わります～

　「国民健康保険証」を窓口に提示して受診してください。

　（※「子ども医療受給者証」は必要ありません）

　基本的に窓口での支払いはありません。

　「健康保険証」と「子ども医療受給者証」を窓口に提示して受診してください。

　基本的に窓口での支払いはありません。

加入している保険の種類に関わらず、県外の医療機関で受診した場合や入院時

の食事代は、一度、自己負担分を支払う必要があります。ただし、「支払った領

収書」「保護者の預金通帳」「印鑑」をお持ちいただいて、子ども医療費助成事

業担当窓口で手続きをすれば、後日支払った分が戻ってきます。

国民健康保険に加入している場合

社会保険や健康保険組合、共済などに加入している場合

平成２２年１０月 1 日から

　『子ども医療費助成事業』がスタート 中学生まで無料に！

子ども医療費助成事業担当窓口

　　本庁　住民生活課国保年金係　℡0241-62-6120

　　舘岩総合支所　住民課　　　　℡0241-78-3325

　　伊南総合支所　住民課　　　　℡0241-76-7713

　　南郷総合支所　住民課　　　　℡0241-72-2225
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－子ども医療費助成事業申請手続きの有無フローチャート －

　町では、日中お仕事などにより家庭に保護者がいない子どもたちが家庭の代わりに毎日生

活する場として、概ね１０歳未満の児童を対象とした「放課後児童クラブ」と、すべての児

童を対象とした「放課後子ども教室」を開設しています。

　「放課後子ども教室」は、放課後に学年の違う子どもたちがのびのび遊んだり、地域の人

たちと活動したりすることで、さまざまな体験活動や人とのつきあい方を学んでいます。ま

た、地域住民の方にとっても、「放課後子ども教室」に参加していただくことで、子どもた

ちの考えや気持ちをよく知ることになり、そして、子どもたちを通して住民同士のつながり

も強くなり、地域社会が一体となって子どもたちを見守っていく環境がつくられることが期

待されます。一緒に活動いただける指導員の方を随時募集しておりますので、ご協力くださ

るようお願いします。ご協力いただける方は教育委員会生涯学習課社会教育係までご連絡く

ださい。

はい

はい

はい

無料化の対象になりません

申請の必要はありません

７月中に送られる国民健康保険証を

お使いください。

申請の必要はありません

９月中に新しい受給者証が送られて

きます。

いいえ

いいえ

いいえ

お子さんが加入している保険は

国民健康保険ですか？

乳幼児医療受給者証をもってい

ますか？

新たに申請が必要です。

対象となるお子さんがいる世帯には、７月下旬に申請の案内を送付し

ますので、その案内をご覧いただき、必ず申請してください。

お子さんは中学生以下ですか？

各地域で『放課後子ども教室』開設中

学校区 名　　称 開設場所

田島小 たじま子どもクラブ 田島小

荒海小 あらかい子どもクラブ 荒海小

檜沢小 ひさわっ子クラブ 桧沢公民館

舘岩小 わいわい遊び塾 舘岩小

学校区 名　　称 開設場所

伊南小 わんパークいな 伊南会館

南郷一小 てんぐ山クラブ 南郷総合センター

南郷二小 たけの山クラブ 南郷二小

【担当：生涯学習課社会教育係 ℡0241-62-6311】
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日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

　７月２１日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平 成 2 2 年 ３ 月 生 ま れ

　７月２８日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00
平 成 2 0 年 1 2 月 ～ 　 　

平 成 2 1 年  1 月 生 ま れ

　７月２９日 木 ２ 歳 児 歯 科 健 康 診 査 12：30 ～ 13：00
【 田 島 地 域 の お 子 さ ん 】

平成20年6 ～ 7月生まれ 

　８月 ４日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平 成 1 9 年 ３ 月 生 ま れ

　８月１７日 火 ２ 歳 児 歯 科 健 康 診 査 12：30 ～ 13：00 伊 南 会 館
【舘岩･伊南･南郷地域のお子さん】

平成20年４～９月生まれ

　８月１８日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平 成 2 2 年 ４ 月 生 ま れ

　８月２５日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平 成 2 1 年 ２ 月 生 ま れ

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

　７月 ６日 火
乳 児 健 康 相 談

（ 田 島 地 域 ）
13：30 ～ 13：45

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

【 田 島 地 域 の お 子 さ ん 】

平 成 2 1 年 1 2 月 ～ 　 　

平 成 2 2 年  1 月 生 ま れ

　 7 月 1 3 日 火
1 歳 児 健 康 相 談

（ 田 島 地 域 ）
13：30 ～ 13：45

【 田 島 地 域 の お 子 さ ん 】

平成21年5 ～ 7月生まれ

　８月２６日 木
乳 幼 児 健 康 相 談

（舘岩･伊南･南郷地域）
9：30 ～ 9：45 伊 南 会 館

【舘岩･伊南･南郷地域のお子さん】

平成21年12月〜平成22年2月生まれ

平 成 2 1 年 6 〜 ８ 月 生 ま れ

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

※日程が変更になることがあります。通知をご確認下さい。

◆乳幼児健康相談

７・８月の日曜当番医

７月１８日 佐藤医院 ( 下郷町 ) TEL 0241-67-2134

　　２５日 高橋医院 TEL 0241-62-0040

８月　1 日 芳賀医院 ( 下郷町 ) TEL 0241-67-2128

　　　８日 長谷川医院 TEL 0241-62-0032

　　１５日 馬場医院 TEL 0241-62-0141

　　２２日 なかやクリニック TEL 0241-73-2036

　　２９日 小野木クリニック TEL 0241-76-7780

※ 午前中のみの診察となります　ご注意ください

■保健センター開放日■

　就学前のお子さんとその保護者の方を対象に、

保健センターを開放しています。ご利用ください！

【伊南保健センター「すこやか」】

　毎週火曜日１０：００～１２：００

このページの記事に関するお問い合わせは・・・

 田島地域　南会津町保健センター　℡ 0241 － 62 － 6180

 舘岩地域　舘岩総合支所住民課　　℡ 0241 － 78 － 3325

 伊南地域　伊南総合支所住民課　　℡ 0241 － 76 － 7713

 南郷地域　南郷総合支所住民課　　℡ 0241 － 72 － 2225

７・８月の健診（検診）のご案内

献血のお知らせ 

　7月１日～７月３１日までの１ヶ月間、特に

若い方々への理解とご協力を広くお願いする

ため、「愛の血液助け合い運動」が全国的に展

開されます。

　県内では血液が不足していますので、皆さ

んのご協力をお願いします。

７月２０日（火）

　・田島税務署 10：00 ～ 11：30

　・ヨークベニマル田島店 13：00 ～ 16：00

　７月に町内で行われる献血は下記のとおりです。
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　毎年６月４日から６月１０日は歯の衛生週間です。

　町では６月から７月上旬にかけて、町内保育所（園）、

幼稚園、小・中学校にて、「よい歯の教室」を実施し

ました。教室では、歯科衛生士による虫歯や歯周病予

防の講話、染め出しやブラッシングを実施しました。

　また、今年は福島県立医科大学看護学部４年生の３

名が、荒海小学校５年生の教室を担当しました。子ど

もたちは真剣に話を聞き、どうして歯を大切にしなけ

ればいけないのか、正しいブラッシング方法などにつ

いて学びました。子どもたちからは、「正しい歯磨き

の方法が分かった」、「歯を大切にしていきたい」など

の感想がありました。

　町の虫歯のある幼児の割合は、１歳６か月児で

４. ２％（県平均３. ８％）、３歳児で４７. ９％（県

平均４０％）と、県平均と比較すると高くなって

います（平成２０年度データより）。

　家庭でも正しい方法でしっかりと歯磨きをし、

“８０２０（８０歳になっても自分の歯を２０本

以上保つ）”に向けて自分の歯の健康を守ってい

きましょう！！

このコーナーでは、３歳６ヵ月児健診で虫歯の

なかったお子さんを紹介します。

今月は９人のおともだちがむし歯ゼロでした！

おめでとうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！

むし歯ゼロで元気な笑顔

岩月	菜那ちゃん

（田島）

廣野　匠くん

（田島）

柴崎	瑛大くん

（田島）

佐野	美奈ちゃん

（伊南）

室井	恒輝くん

（田島）

佐野	正汰くん

（伊南）

渡部	芹菜ちゃん

（田島）

酒井　蓮くん

（南郷）

栗城	りなちゃん

（田島）

『よい歯の教室』実施しました
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国民年金保険料の納付が困難な場合には

　経済的な理由などで国民年金保険料を納付することが困難な場合、保険料

が免除となる「保険料免除制度」があります。

　制度を利用するためには、窓口に申請し、承認を受ける必要があります。

免除対象期間は、７月から翌年の６月まで

保険料が免除となる方

・前年の所得（収入）が少なく、保険料の納付が困難な方

　 「申請者本人」、「申請者の配偶者」、「世帯主」それぞれの前年所得などが 

   定められた基準に該当していることが必要です。

・失業などにより保険料の納付が困難な方

　 退職（失業）による特例免除があります。

　 失業していることを確認できる公的機関の証明の写しが必要です。

　 （雇用保険受給資格者証、離職票など）

※ 学生および任意加入被保険者の方は対象外です。

　 学生の方で国民年金保険料を納付することが困難な場合は「学生納付特例制度」をご利用ください。

■問い合わせ

　会津若松年金事務所　℡0242-27-5321（ナビダイヤル③番）

　本庁　住民生活課　℡0241-62-6120　または　各総合支所住民課

■問い合わせ

　本庁健康福祉課　℡0241-62-6170　

保険料免除は４段階

全額免除：保険料の全額（月額１５，１００円）が免除されます。

一部免除：保険料の一部を納付することにより、残りの保険料が免除されます。

※一部免除の期間は、納めなければならない保険料を納付しないと未納扱いとなります

　のでご注意ください。

※保険料の免除を受けた期間は受け取る年金額が少なくなります。このため、１０年以

　内であれば、免除された保険料を納付すること（追納）ができます。追納については、

　会津若松年金事務所までお問い合わせください。

平成２２年度の１カ月の納付額

区　　分 納　付　額 免除される額

全額免除 ０円 １５，１００円

１／４納付（３／４免除） ３，７８０円 １１，３２０円
１／２納付（半額免除） ７，５５０円 ７，５５０円
３／４納付（１／４免除） １１，３３０円 ３，７７０円

“社会を明るくする運動” 強調月間

　７月は“社会を明るくする運動”	強調月間です。

　この運動は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を

深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい地域社会を築くことを目

的とした運動です。犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラとして、町民全員で

啓蒙活動に取り組みましょう。

　南会津郡“社会を明るくする運動”住民集会は、７月２８日（水）午前１０時より檜枝岐村

の「東雲館」で開催され、南会津警察署 少年警察補導員 大竹民江氏の「少年非行について」の

講演も行われますので、ぜひ、ご参加ください。
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　議会が町の予算、条例等の重要施策

や方針などについて「議決機関」とし

ての意志決定と行政執行のチェックを

行うことに対し、地域協議会は、町長

等の諮問、又は地域の課題や町民の意

見を独自に取上げ、町長等に意見提案

を行う組織です。

　地域協議会は、身近な地域の課題や意見を行政

運営に反映させる機能を持ち、住民と協働による

まちづくりをより効果的に推進するため、４地域

に設置されています。

　地域協議会は、議会のような最終的意思決定を

行う組織ではありませんが、町長の意思決定をさ

まざまな見地から支援・補完するために設置され

ており、地域住民の立場で意見を述べる行政の内

部アドバイザーといえます。

地域協議会の答申や意見を

踏まえた政策立案

○ 町の諮問事項の審議

○ 地域における振興策の

　 検討・意見提案

行政サービス

地域協議会の活動を紹介します

町長室での懇談の様子

答申･意見提案

地域協議会

町・教育委員会
町民

諮問

地域課題の把握

本庁総合政策課									℡0241－62－6240

舘岩総合支所振興課　℡0241－78－3330

伊南総合支所振興課　℡0241－76－7715

南郷総合支所振興課　℡0241－72－2900

地域協議会に関するお問い合わせは、下記まで

お願いします。

僕たちの町を考えて、話し

合いをしているんだね
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やまはく発展支援事業補助金

　【産業振興事業（特別枠）】申請受付終了のお知らせ

　平成２２年４月１日から受付を開始しました平成２２年度南会津やまなみ泊覧会発展支援事

業補助金【産業振興事業（特別枠）】は、申請額が予算額を超えましたので、平成２２年６月

１４日の受付をもちまして受付を終了とします。

　なお、平成２２年度南会津やまなみ泊覧会発展支援事業補助金【地域の力・集落の力向上

事業（一般枠）】の申請は引き続き受け付けていますので、地域の潜在資源の掘り起こしや既

存資源を活用した地域づくりにお役立てください。

　グループや団体で、会津・野岩鉄道を利用する際の運賃の一部を助成します。

	◆	対　象…４人以上のグループ　

	◆	助成の対象となる区間…喜多方駅～浅草駅区間・新宿駅区間

	◆	助成率…鉄道運賃の１０分の１以内　

	◆	注意点…下記の「夏休み期間の運賃助成」との併用はできません。

　会津・野岩鉄道利用促進協議会では、会津・野岩鉄道を利用したときの運賃の一部を助成しま

す。助成には限りがあるものもありますので、お早めにお申し込みください。

　夏休み期間中に会津・野岩鉄道を利用する際の運賃の一部を助成します。

	◆	対 象…小学生以下のこどもを含む家族で、下記の「浅草往復列車たびきっぷ」を利用する場合

	◆	利用期間…７月２１日（水）～ ８月２４日（火）

	◆	助成額…大人１人につき、こども１人分の運賃全額

	◆	定　員…８０名

	◆	注意点…助成は１回限り。上記「マイレール化推進事業」や団体割引との併用はできません。

	◆	申込方法…利用日の前日までに、会津鉄道㈱（会津若松市材木町１丁目3-20）または

　　		　　　　会津鉄道西若松駅、芦ノ牧温泉駅、湯野上温泉駅、会津下郷駅、会津田島駅で

　　		　　　　お申し込みください（午前８時３０分～午後５時）。	

	◆	問い合わせ…会津鉄道㈱　℡	0242-28-5885

　会津鉄道主要駅(西若松・芦ノ牧温泉・湯野上温泉・会津下郷・会津田島)から会津鬼怒川線経由、

東武鉄道春日部・北千住・浅草方面のいずれかの駅までの往復割引きっぷです。

	◆	有効期限　４日間

	◆	お値段の１例　会津田島駅	⇔	浅草駅　往復　大人5,500円　こども2,760円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(	通常　大人6,280円　こども3,140円	)

	◆	発売個所　会津鉄道西若松駅、芦ノ牧温泉駅、湯野上温泉駅、会津下郷駅、会津田島駅

	※	このきっぷは期間限定ではありません。

本庁総合政策課									℡0241－62－6240

舘岩総合支所振興課　℡0241－78－3330

伊南総合支所振興課　℡0241－76－7715

南郷総合支所振興課　℡0241－72－2900

やまはくに関するお問い合わせは、右記までお願いします。

会津・野岩鉄道の助成制度のお知らせ

マイレール化推進事業

浅草往復列車たびきっぷ

夏休み期間の運賃助成事業

－上記２事業の申込み方法－

他にもお得なきっぷがあります･･･
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新着本紹介のご案内

【児童図書】

生きものがきえる　　　　　　真珠　まりこ∥作・絵

フライトナースハナ　　　　　岩貞　るみこ∥作

アンパンマンとゴミラ　　　やなせ　たかし∥原作

おっとっと　　　　　　　　　　　木坂　涼∥文

ＳＬれっしゃだいさくせん　　　横溝　英一∥文・絵

川のカエルと生きものたち　　　松橋　利光∥写真・文

やせっぽちの死刑執行人　上・下

　　　　　　　　　Ｄａｒｒｅｎ　Ｓｈａｎ∥作

いたずらアラミンタ　３　アンジー　セイジ∥著

【一般図書】

ストーリーテリング　　　　エリン　グリーン∥著

歎異抄をひらく　　　　　　　　　高森　顕徹∥著

レンタルチャイルド　　　　　　　石井　光太∥著

ポテチを異常に食べる人たち　　　幕内　秀夫∥著

ブスの瞳に恋してる　３　　　　鈴木　おさむ∥著

死を忘れた日本人　　　　　　　　中川　恵一∥著

体脂肪計タニタの社員食堂　　　　　　タニタ∥著

あんちゃん　　　　　　　　　　北原　亜以子∥著

美は乱調にあり　　　　　　　　瀬戸内　寂聴∥著

オーディンの鴉　　　　　　　　　福田　和代∥著

こんなの、はじめて？　　　　　　酒井　順子∥著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

日 月 火 水 木 金 土

1 2 ３ 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

8月の休館日

７月の休館日

【わくわくとしょかんワーク 第２０回】

８月のイベントは「お楽しみ映画会」です。

 ■ 日　時　　平成２２年８月１日（日）

　　　　　　  １０：３０～１５：３０

　　　　　　（ただし１２：００～１３：００は休憩）

 ■ 場　所　　御蔵入交流館　多目的ホール

 ■ 上映作品

　   ・トムとジェリー　アカデミー・コレクション（午前）

　   ・ブタがいた教室（午後）

 ※ 入場は無料です。お気軽にお越しください。

 ※ くわしくは図書館までお問い合わせください。　

　　　　　　　　　南会津町図書館　℡0241-62-5522

図書館のイベントのご案内

　舘岩「紅歌舞」は、幅広い年齢層にわたり総勢約

５０名のメンバーでＹＯＳＡＫＯＩを踊っていま

す。

　ＹＯＳＡＫＯＩの踊りをとおして会員相互の親睦

や健康増進を図るとともに、世代間の交流や青少年

の健全育成を通じて、地域の活性化に貢献できれば

と思っています。また、さまざまな交流イベントに

参加し、地域間交流を図っています。昨年はたてい

わ夏まつりなど各地域のイベントはもちろん、遠く

は会津若松市や郡山市の祭りやイベントにも参加し

ています。

　ＹＯＳＡＫＯＩほど子どもから大人まで一つにな

って楽しめるものはありません。年に何度かは大会

にも参加しています。

　みなさんも私たちと一緒に楽しく踊りましょう！

■練習日　毎週金曜日の夜

■主な練習場所　舘岩会館多目的ホール

■年会費　大人3,000円、子ども2,000円

■連絡先　菊池希美　℡080-1815-3552

舘岩紅
あ か か ぶ

歌舞
文化団体の紹介③

たていわ夏まつりでの１コマ



平成 22 年７月号　広報みなみあいづ

18

～泉崎村の特別企画展～

夏休み「親子遺跡発掘体験」

　原山古墳を築いた千五百年前の人々が暮らし

た古墳時代集落跡の発掘調査に参加してみませ

んか。火おこし体験や古代食づくりなども行う

予定です。　

　とき　①７月２７日（火）～３０日（金）

　　　　②８月３日（火）～６日（金）

　場所　踏瀬大山遺跡

　料金　無料

泉崎村より、こんにちは

ｖｏｌ．17

踏瀬大山遺跡

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
み
な
み
あ
い
づ
６
月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ま
ち
の
文
芸
」（
伊
南
銀
杏
俳
句
会
）

　
２
句
目
作
者

　
　
誤 

　
伸
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正 

　
り
つ
子

　
３
句
目
　
　

誤
　

二
度
三
度
延
期
の
お
布
会・
花
見
会

　
　
　
　
　
　

正
　

二
度
三
度
延
期
の
お
布
令・
花
見
会

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

問い合わせ：田島森林組合　℡ 0241－62－1143

問い合わせ：本庁総合政策課地域振興係

　　　　　　℡ 0241－62－6240

　田島森林組合では、先人より引き継いだ豊かな森林を

守り育て、森林の持つパワーを十分引出すことや、災害

に強い山づくりを目指し森林整備を進めるなど、森林経

営に関する相談、森林施業や林産物・林業資材の販売、

資金融資、森林災害共済などさまざまな事業を行ってい

ます。山の手入れや庭木の剪定、草刈り、枯れ枝などの

危険な樹木の枝払い・伐採など森林組合がお手伝いしま

すのでお気軽にご相談ください。

　昨年７月～ 10月までの土・日・祝日

に運行しました町内4地域を1周する「町

内周遊バス」（トマトが描かれた赤いバ

スとアスパラガスが描かれた緑のバス）

につきましては、諸般の事情により、本

年度は運行を中止することになりました

のでお知らせします。　

　昨年ご利用いただいたお客様には大変

ご迷惑をおかけしております。今後も地

域公共交通の効率的な運営を目指して参

りますので、ご理解をお願いいたします。

　

こ
こ
南
会
津
に
は
、
江
戸
享
保

の
時
代
、
御
蔵
入
り
騒
動
と
よ
ば

れ
る
重
大
な
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
子
供
歌
舞
伎
「
喜
四
郎
子

別
れ
の
段
」
と
し
て
有
名
で
す
が
、

そ
の
経
緯
や
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
の
か
？
そ
し
て
現
代
と
ど
う
関

わ
り
が
あ
る
の
か
は
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
度
、
そ
の
全
容
を
脚
本
の

形
で
表
現
し
た
小
説
「
御
蔵
入
り

騒
動
よ
り　

う
つ
つ
の
夢
」
が
完

成
し
、
町
の
書
店
で
も
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
る
な
ど
話
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
書
籍
は
教

育
委
員
会
を
通
じ
て
、
南
会
津
郡

の
全
小
・
中
・
高
校
及
び
図
書
館

御
蔵
入
り
騒
動
よ
り 

う
つ
つ
の
夢　

　

　

　

　

発
刊
の
お
知
ら
せ

旧　南会津町田島字行司76番地

新　南会津町田島字後原甲3586番地1　（あたご館２階）

　※　電話番号、FAX番号は変わりません。

田島森林組合の事務所が移転しました

町内周遊バス運行中止のお知らせ

　応募資格　小学４年生以上～中学生までの

　　　　　　児童生徒と保護者
　　　（※ 中学生は保護者がいなくても参加可能）

　募集人数　①②とも各５組または10名程度

　　　（※ 応募多数の場合は抽選）

　申込みおよび問い合わせ

　　　　泉崎村資料館　　

　　　　℡ ０２４８－５３－４７７７

へ
寄
贈
さ
れ
、
早
速
、
地
域
の
歴

史
を
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
活
用

し
た
小
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　

著
者
の
室
井
壱
求
さ
ん
（
本
名

室
井
實
さ
ん
）
は
「
学
校
で
は
、

た
だ
読
む
だ
け
で
な
く
、
生
徒
同

士
が
そ
れ
ぞ
れ
役
柄
を
受
け
持
っ

て
演
劇
の
前
段
階
で
あ
る
読
み
あ

わ
せ
の
方
法
を
と
れ
ば
、
よ
り
深

く
共
感
を
得
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
放

送
劇
に
も
な
り
、
中
学
・
高
校
レ

ベ
ル
で
は
演
劇
（
歌
舞
伎
）
に
発

展
し
て
い
く
の
で
は
・
・
・
」
と

期
待
を
よ
せ
て
い
ま
す
。
な
お
挿

絵
も
自
分
で
描
か
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。
ぜ
ひ
、
お
手
に
と
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
図
書
館
及

び
町
内
の
書
店
ま
で
。
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会
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宿
り
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に
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る
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口
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緑
濃
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分
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南
地
域
）

　
昨
日
よ
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の
大
空
花
水
木

　
　
　
　
　
忠

　
子

　
ス
ー
パ
ー
に
苗
も
並
べ
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な
り
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と
ぎ
す
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平
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俳
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会
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）
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思
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出
せ
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に
す
れ
違
う

　
　
　
五
十
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セ
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子

　
全
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を
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今
お
き
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眼
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て
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五
十
嵐

　
恭
子

まちの文芸
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広
報  

み
な
み
あ
い
づ

1

２ ３

４

５

６

「はい、チーズ！」残雪

の会津駒ケ岳をバック

に山頂で記念撮影

田代山の広大な山頂湿

原を歩く登山者

七ヶ岳山頂の看板を

バックに記念撮影

登山道途中の沢登り。

流れ落ちる水の音と水

しぶきが心地いい

七ヶ岳山頂からの眺望

４

５ ６

　七ヶ岳山開き（2010.6.20）

山シーズン本格化 　各山で山開き開催

田代山山開き（2010.6.13）

1

２

３

撮影者：酒井一夫さん（山口） 撮影者：酒井一夫さん（山口）

撮影者：大島光雄さん（田部原）

撮影者：大島光雄さん（田部原）

　広報みなみあいづ５月号で募集しました、町の木『ぶな』の写真について、ご応募いただき

ましたので掲載します。ご応募ありがとうございました。

町の木ぶなの写真を紹介します


